
令和８年７月３日

表１　ナシ黒斑病の果実における発病率（令和８年）

本年 前年 平年 2) 本年 前年 平年 2) 本年 前年 平年 2)

河原町 0 0 0 5) 0 6.7 1.7 5) 1.7 0.9 5)

佐治町 0 0 0 3) 0 1.7 0 3) 1.7 0.7 3)

青谷町 0 1.0 0.7 4) 0 0 0.7 4) 0 2.6 4)

八頭町 0 0 0.3 0 0 0 0 0

湯梨浜町1
（別所）

0 0 0.5 0 0 0.2 0 0

湯梨浜町2
（勝負谷）

0 0 1.0 0 0 0.3 0 0

倉吉市 0 0 0.5 1.7 0 0.3 0 1.0

北栄町
（園試）

0 0 1.5 0 0 1.2 3.3 4.8

琴浦町 0 0 0.8 0 0 0.3 0 0.2

南部町 0 0 0.3 4) 0 0 0.5 4) 0 0.7 4)

平均 0 0.1 0.6 0.2 0.8 0.5 0.7 1.1

＜要約＞
　６月１７、１８、２９日に実施した巡回調査の結果、平均発病果率は０．２％（平年：
０．５％）と平年に比べてやや低かった。

5) 令和４年６月より調査園を変更した。
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1) １園あたり１００果について調査（試料採取：４月２４、２６、２８日、採取後２５℃に静置
して３日目に調査。その後、発病果率を算出）
2) 平成２８～令和７年のうち、３年以上の平均値。
3) 令和３年より調査園を変更した。
4) 令和元年より調査園を変更した。



令和８年７月３日

表２　ナシ黒斑病の新梢葉における発病率（令和８年）

本年 前年 平年 2) 本年 前年 平年 2) 本年 前年 平年 2)

河原町 1.0 1.1 1.0 5) 1.5 1.3 5) 2.1 5.0 5)

佐治町 1.1 0 0.2 3) 2.4 1.9 3) 4.9 3.4 3)

青谷町 0 1.0 1.4 4) 0.5 2.4 4) 0 3.8 4)

八頭町 0 1.2 0.8 0.5 1.7 2.6 3.8

湯梨浜町1
（別所）

0.5 0 2.2 0.9 2.0 0 2.9

湯梨浜町2
（勝負谷）

0 0.9 1.5 0.4 1.7 0 7.8

倉吉市 0 0.5 1.0 1.2 2.1 4.0 5.3

北栄町
（園試）

0.5 2.0 3.3 10.7 10.9 32.0 19.9

琴浦町 0 2.7 2.5 0.4 3.8 1.4 4.3

南部町 0.5 0 0.2 4) 0 0.4 4) 0.5 1.5 4)

平均 0.4 0.9 1.4 1.9 2.8 4.8 5.7

＜対策＞
今後、発病の多い園では、降雨が多い場合には慣行防除に加えて追加防除を検討する。防除薬剤
には、有機銅水和剤（キノンドーフロアブルまたはドキリンフロアブル）、アリエッティＣ水和
剤、ベルクートフロアブルなどがある。散布にあたっては農薬使用基準に注意する。

＜要約＞
　６月１７、１８、２９日に実施した巡回調査の結果、平均発病葉率は０．４％（平年：
１．４％）と平年に比べてやや低かった。

1) １園あたり１０新梢について全葉及び病葉数を調査した。
2) 平成２８～令和７年のうち、３年以上の平均値。
3) 令和３年より調査園を変更した。
4) 令和元年より調査園を変更した。
5) 令和４年６月より調査園を変更した。
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